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背景：IoT: Internet of Things

2

あらゆる「もの」をインターネットにつなぐことができる時代
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（ユーザー数/デバイス数）

IPv4 : 約43億
IPv6 : 340澗 (340×1036)
⇒世界人口約75億人:
一人当たり約4.5兆京 (4.5×1028)
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RDB: Relational Data Base
DWH: Data Ware House

デ
ー
タ
量

RDB
（構造化）

カラムDB
（DWH）

グラフDB
（本格活用）

マルチメディアDB
（IoT, 画像, 映像）

インメモリDB
（高速化）

40 ZB
(Z: 1021)

SoR
高速化
構造化データ
業務データ, 企業DB

SoE
価値創造
非構造化データ
IoT, M2M, SNS
センサーネットワーク,
ウェブアプリ

非構造化データの爆発的増大によりデータ処理が多様化
（99％がデジタル化されている）

出典：総務省データに加筆

データの増大の歴史と予測

＊SoE（Systems of Engagement）
SoR（Systems of Record）
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活用されたデータ5％未満

取得データ総量

利用可能データ

4.4兆GB

経営判断に使われたデータ
1％以下

活用されたデータ

出典: Digital Universe 2014

活用されているデータは、利用可能なデータの5％未満

ほとんどが分析されないデータ
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出典：Gartner, IDC, Strategy Analytics, Machina Research, 
company filings, BN estimates

1990 2000 20202010

インターネットサービス

つ
な
が
る
数

牽引者

ネットワーク

クライアント・サーバ
インターネット

ビジネスプロセス変革

ソーシャル、ウェアラブル
センサーネットワーク

クラウドサービス IoT・AI

1995 2005 2015

モバイル、クラウド
ビッグデータ

10,000,000

14,000,000

18,000,000

6,000,000

2,000,000

クラウド

・Amazon
・Google

・Facebook
・Salesforce

・Society 5.0
・Industrial Internet 
・Industry 4.0

・Microsoft Win95
・Netscape

インターネット、クラウドから、IoT (Internet of Things) ・AIへ
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背景：2019年現在のIoT潮流
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IoT(Internet of Things)のI(Internet)の活用が中心

スマホやPC等から情報をビッグデータとして収集、クラウ
ドベースでサービスを提供
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背景：10年後の潮流：あらゆる「もの」がつながった世界
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IoT(Internet of Things)のT(Things)の活用に中心が移る

ヒトやモノのあらゆる情報をデジタル化 現実空間のあらゆるモノに高度にフィードバック

我が国がこの領域の覇権争いに勝つための戦略が必要
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背景：10年後の潮流：あらゆる「もの」がつながった世界
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IoT(Internet of Things)のT(Things)の活用に中心が移る

ヒトやモノのあらゆる情報をデジタル化 現実空間のあらゆるモノに高度にフィードバック

我が国がこの領域の覇権争いに勝つための戦略が必要

Society 5.0を実現
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背景：世界に勝つ戦略（問題意識）
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新時代のIoT（デジタル革命）によって様々
な社会課題を解決することができる

デジタル革命によるSociety 5.0の実現と世界に勝つための
戦略が重要

新しい時代（Society 5.0)では、様々な
人々が活躍できる社会をつくる必要がある

デバイスやロボットなど我が国の強みを活かし、
大きくゲームチェンジできる最大のチャンスであ
る



SIPシンポジウム2018

フィジカル空間デジタルデータ処理基盤の方向性
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健康
医療

エネルギー
スマートシティ 環境交通・車教育 食・農業社会課題

実空間
（センサー/アク
チュエーター）

自律センサー 五感 ウェアラブル

農業工場/ロボティクス ヘルスケア

我が国の少子高齢化に起因する人材不足
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健康
医療

エネルギー
スマートシティ 環境交通・車教育 食・農業社会課題

実空間
（センサー/アク
チュエーター）

自律センサー 五感 ウェアラブル

農業工場/ロボティクス ヘルスケア

IoTソリューション開発のための共通プラットフォーム技術
フィジカル空間の多様かつ莫大な情報をセンサ制御しながら収集し学習型分散マルチモーダル
分析にてICT利活用のためのデジタル化を行う技術、サイバー空間からの要求に基づいて現場の
アクチュエータを確実に接続・制御し連携する技術、システム構築や運用を簡易化する技術を開
発し、プラットフォームとして提供する。
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フィジカル空間デジタルデータ処理基盤の方向性
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健康
医療

エネルギー
スマートシティ 環境交通・車教育 食・農業社会課題

実空間
（センサー/アク
チュエーター）

自律センサー 五感 ウェアラブル

農業工場/ロボティクス ヘルスケア

多種大量のセンサ制御技術センサ情報の分析技術
デバイス管理技術
高速マルチモーダル技術

近似計算技術

ロバストな通信技術AI技術
アクチュエータ制御技術 など

プラットフォームに必要な技術群
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フィジカル空間デジタルデータ処理基盤の方向性
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実空間
（センサー/アク
チュエーター）

多種大量のセンサ制御技術センサ情報の分析技術
デバイス管理技術
高速マルチモーダル技術

近似計算技術

ロバストな通信技術AI技術
アクチュエータ制御技術 など

プラットフォームに必要な技術群

【食品加工】

• 低労働生産性、高労災発生率、食品ロス、機会損失
労働力不足

人間と協働できるロボティックス技術
食品用高機能ロボットハンド

ロボット制御技術
革新的センサー/アクチュエータ技術

要素技術 社会実装

食品加工の
IoTソリューショ
ン

社会課題例
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実空間
（センサー/アク
チュエーター）

多種大量のセンサ制御技術センサ情報の分析技術
デバイス管理技術
高速マルチモーダル技術

近似計算技術

ロバストな通信技術AI技術
アクチュエータ制御技術 など

プラットフォームに必要な技術群

【食品加工】

• 低労働生産性、高労災発生率、食品ロス、機会損失
労働力不足

人間と協働できるロボティックス技術
食品用高機能ロボットハンド

ロボット制御技術
革新的センサー/アクチュエータ技術

要素技術 社会実装

食品加工の
IoTソリューショ
ン

社会課題例

本SIPでは社会課題の一例と抽出し、社会実装まで実施、
PFに他の課題でも利活用可能な技術群を蓄積する
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これまでのフィジカル空間の技術俯瞰図
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サイバー空間

・・・・・・・

社会的実装技術

その他のサービス製造

社会課題

超低消費電力IoTチップ・
革新的センサ技術

革新的センサ

超低消費力IoTチップ

交通食品

連携

大量・多種センサ
制御

大量・多種データ
収集/蓄積/加工

学習型分散
マルチモーダル分析

現場コネクション
コントロール

大量・多種
アクチュエータ制御

サイバー空間との連携

プラットフォーム技術
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「フィジカル空間デジタルデータ処理基盤」の俯瞰図
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サイバー空間

・・・・・・・

Ⅲ Society5.0実現のための社会的実装技術

その他のサービス製造

連携

社会課題

Ⅱ 超低消費電力IoTチップ・
革新的センサ技術

革新的センサ

超低消費力IoTチップ

交通食品

PFの自律的成長

連携

大量・多種センサ
制御

大量・多種データ
収集/蓄積/加工

学習型分散
マルチモーダル分析

現場コネクション
コントロール

大量・多種
アクチュエータ制御

サイバー空間との連携

連携

Ｉ IoTソリューション開発のための
共通プラットフォーム技術

連携 社会実装・フィードバック
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「フィジカル空間デジタルデータ処理基盤」体制図
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PD：佐相秀幸

研究進捗管理担当

広報・情報発信担当

外部担当

情報調査担当
知財管理担当

課題評価・財務管理担当

＜管理法人>NEDO

サブPD：益一哉

サブテーマⅠ：担当ディレクター サブテーマⅡ：担当ディレクター

研究責任者 研究責任者 研究責任者

<事務局>
内閣府

サブテーマⅢ：担当ディレクター

議長：PD  副議長：サブPD
委員：有識者議員、各関連省庁
外部有識者・専門家 等

推進委員会

戦略委員会
事業マネジメント会議
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「フィジカル空間デジタルデータ処理基盤」の出口戦略
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■共創によるSociety 5.0の実現

地域社会の強化
新規産業の創出
社会課題の解決

Society 5.0の実現に向けた戦略的なSIP課題運用案

地域の大学拠点
「共創の場」

橋渡しのための担当

地域

地方中小企業

地方ベンチャー

地方自治体

フィジカル空間
デジタルデータ処理基盤

SIP期間中に、地域での実証までを試みる

●実証検証の成果をベースに世界戦略を
立てる
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本課題と他課題の位置づけ：基盤技術として連携
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自動運転
（システムとサービスの拡張）

高速道路交通システム

統合型材料開発システムによ
るマテリアル革命

総合型材料開発
システム

光・量子を活用した
Society5.0実現化技術

その他

スマートバイオ産業・農業基盤
技術

スマート・フード
チェーンシステム

スマート生産システム

脱炭素社会実現のためのエネ
ルギーシステム

エネルギーバリュー
チェーンの最適化

国家レジリエンス（防災・減
災）の強化

高効率で効果的なインフラ維
持・管理更新の実現

自然災害に対する強
靭な社会の実現

AIホスピタルによる高度診断・
治療システム

健康立国のための
地域における人とく
らしシステム

スマート物流サービス

地球環境情報プラッ
トフォーム

革新的深海資源調査技術

新たなものづくりシ
ステム

おもてなしシステム

フィジカル空間デジタルデー
タ処理基盤

ビッグデータ・AIを活用した
サイバー空間基盤技術

IoT社会に対応したサイ
バー・フィジカル・セキュリティ

基盤技術
●第１期SIP

●第１期SIP(MI)

●第１期SIP(航空)
●第１期SIP

●第１期SIP

●第１期SIP
●第１期SIP

●第１期SIP

●第１期SIP

●第１期SIP
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るマテリアル革命
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スマートバイオ産業・農業基盤
技術

スマート・フード
チェーンシステム

スマート生産システム

脱炭素社会実現のためのエネ
ルギーシステム

エネルギーバリュー
チェーンの最適化

国家レジリエンス（防災・減
災）の強化

高効率で効果的なインフラ維
持・管理更新の実現

自然災害に対する強
靭な社会の実現

AIホスピタルによる高度診断・
治療システム

健康立国のための
地域における人とく
らしシステム

スマート物流サービス

地球環境情報プラッ
トフォーム

革新的深海資源調査技術

新たなものづくりシ
ステム

おもてなしシステム

フィジカル空間デジタルデー
タ処理基盤

ビッグデータ・AIを活用した
サイバー空間基盤技術

IoT社会に対応したサイ
バー・フィジカル・セキュリティ

基盤技術
●第１期SIP

●第１期SIP(MI)

●第１期SIP(航空)
●第１期SIP

●第１期SIP

●第１期SIP
●第１期SIP

●第１期SIP

●第１期SIP

●第１期SIP

様々な課題と連携することで
Society 5.0の実現
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